


















【区分】　　レベル１－レベル２ 様式３

技術の名称 地震対策型段差抑制工法

開発会社名 中央大学研究開発機構、前田工繊株式会社、株式会社NIPPO

ＮＥＴＩＳ登録番号 ■登録済み：登録番号【　　　KT-120053-A　　　】　　　　　□未登録

申請先の地方整備局 関東地方整備局　関東技術事務所

分類 〔レベル１：土工　〕、〔レベル２：土工　〕、〔レベル３：敷均し工　〕、〔レベル４：　　　〕

使用可能な工事の種類 アスファルト舗装工事

技術名称 発泡スチロールブロックを用いた超軽量盛土工法

選定理由 地盤の沈下対策において一般的な工法なので選定した。

備考

中 小 従来技術のコスト 申請技術のコスト 従来技術との比較＜結果＞

イニシャルコスト 単位数量当たり 14,995,408円/１箇所 10,234,234円/１箇所 31.75%向上

ランニングコスト 対象外 － － －

その他 － － － －

トータルコスト 合計額 14,995,408円/１箇所 10,234,234円/１箇所 31.75%向上

備考

中 小 ①現行基準値等
②申請技術について実証により
確認した数値等

③従来技術との比較＜結果＞

構造

路床への適用性 路床に適用可能なこと
路盤、表層に影響はなく路床に
適用可能なことを確認した。

同等

施工段階

作業員に対する事故等の発生 作業員に対する事故がないこと
作業員に対する事故がないこと
を確認した

同等

※仮設工については施工段階の
安全性は含まない。

第三者に対する事故等の発生 第三者に対する事故がないこと
第三者に対する事故がないこと
を確認した

同等

物性

- - - -

形状

- - - -

能力

- - - -

材料 ジオグリッド
縦方向の強度200kN/m以上であ
ること

縦方向の強度217kN/mであるこ
とを確認した。

-

施工 粒状材

締固め度90%以上であること
締固め度が93.2%、94.7%であるこ
とを確認した。

-

拘束アンカー
ナットの締込み力140N・mである
こと

ナットの締込み力が140N・mであ
ることを確認した。

-

完成物 支持力
地盤が沈下した場合大型車の通
行が可能なこと

地盤が沈下した場合大型車の通
行が可能なことを確認した。

-

摺り付け長

地盤の沈下時アスファルト路面
が滑らかに変形し車両の通行が
可能なこと。

55cmの沈下時、4mの摺り付け長
でアスファルト舗装が滑らかに変
形し、車両の通行が可能であるこ
とを確認した。

-

合理化 工程

- ８日/１箇所であることを確認した
従来技術は21日/1箇所　61.9%短
縮

強風対策
ジオグリッドの強風対策が不要で
あること

ジオグリッドはロール状で搬入さ
れるため、強風対策は通常不要
であることを確認した。

従来技術は発泡スチロールブ
ロックの飛散対策が不可欠で向
上

防火対策
ジオグリッドに特別な防火対策が
不要なこと

ジオグリッドに特別な防火対策が
不要なことを確認した。

従来技術は指定可燃物の指定
数量以上となり特別な防火対策
が必要となるので、向上。

現場条件 幅員
作業スペースとして
1.6m以上必要なこと

1.6m以上必要なことを確認した。 -

適用範囲 舗装種類 半たわみ性舗装以外のアスファ
ルト舗装であれば適用可能なこ
と。

半たわみ性舗装以外のアスファ
ルト舗装であれば適用可能であ
ることを確認した。

同等

自然条件

- - - -

施工管理

- - - -

難易度

- - - -

社会環境

- - - -

作業員環境

- - - -

独自基準等の有無 技術指針、設計基準等 有（自社基準）

積算基準等 有（自社歩掛）

施工管理基準等 有（自社基準）

その他

周辺環境への影響

その他

施工性

耐久性

品質・出来形

大

安全性

※労働安全衛生法上の安全性
等は含まない。

評価項目

その他

評価項目 申請者記入欄

比較対象とする従来技術

申請者記入欄

大

経済性


